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常光小学校の今後の取組に関する説明会について 

 

令和 5 年 3 月 11 日（土） 9 時 00 分～ 

常光小学校 体育館    

①  参加者 

 35 人  

 

②  出席者  

齊藤部長・上岡副部長・鳥沢副部長・新井主査・堀主任・石井主事・小板谷主事 

 

③  主な意見要旨と回答（概要） 

・鴻巣中央小学校から直線距離で 2 ㎞付近に住んでいる。また、通学班も 2 名。スクールバスに乗車す

ることができるか否かは、個々に相談となるのか、それとも説明会を開催するのか。 

⇒こちらで対象と考えられる児童を抽出し、個別に連絡させていただく。 

 

・最終的に誰がスクールバスに乗車することができるのか、早めに決定してもらいたい。 

⇒人数を決定してからスクールバス運行業者を選定するため、できる限り早めに対応させていただく。 

 

・常光小学校での思い出を記録に残したい。卒業アルバム等についてはどのように考えているのか。 

⇒統合準備委員会で検討させていただく。笠原小学校の際は閉校記念誌に在校生のページを設けて掲載

した。 

 

・上谷のセブンイレブン付近に住んでいる。周辺に住んでいる家庭はなく、通学班は組むことはできな

い。2 ㎞圏内ではあるが、スクールバスの利用は。 

⇒個別に連絡させていただく。 

 

・スクールバスの運行基準について、地域の均衡という面から直線距離で 2 ㎞以上としているとのこと

だが、他の地域は 2 ㎞圏内となっているのか。 

⇒市内には常光小学校含めて 18 校あり、基本的には 2 ㎞の範囲内に小学校がある。安全なルートで通学

路を設定しているため、道のりについては多少伸びるが、どの地域でも同じことで、常光地域に限った話

ではない。2 ㎞付近の児童に対して、全地域でスクールバスを運行することは現状では難しい。 

 

・通学路はどのようにして案を決定したのか。 

⇒安全なルートを検討して、通学路を設定している。 

 

・一部、舗装予定となっているが、具体的にはいつ頃整備されるのか。 
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⇒令和 6 年 4 月 1 日より、鴻巣中央小学校との統合となるため、それまでには完了する。 

 

・登校の通学班は、異なる学年の児童もいるため組むことができるが、下校班はその学年だけとなるた

め、組むことができない場合もあると思われる。登校と下校で班の編成にも差があることは考慮しても

らえるのか。 

⇒考慮させていただく。 

 

・スクールバス内では大人が想定していないことも起こりうるのではないか。運転手一人で対応できる

のか。笠原地域で運行しているスクールバスにおいて、何か問題は起きていないのか。 

⇒笠原地域で運行しているスクールバスにおいて、教育委員会の職員も不定期で乗車している。子ども

たちはスクールバスでの通学に慣れた様子で、運行が始まって現在に至るまで、特に問題は発生してい

ない。 

 

・統合準備委員会はいつ頃立ち上がって、どのような人が選出されるのか。 

⇒4 月に立ち上げ、年度当初の PTA 役員の選出等が終わり次第、5 月頃に 1 回目の統合準備委員会を開

催したいと考えている。 

 人選について、笠原小学校と鴻巣中央小学校の統合の際は、両校校長、PTA 及び自治会の代表。 

 笠原小学校の際は、保護者が 2 名出てもらっているが、特に制限はない。 

（１） 鴻巣中央小学校校長 

（２） 鴻巣中央小学校教頭 

（３） 鴻巣中央小学校 PTA 会長 

（４） 鴻巣地区連絡協議会副会長 

（５） 笠原小学校校長 

（６） 笠原小学校教頭 

（７） 笠原小学校教諭 

（８） 笠原小学校保護者（2 名） 

（９） 笠原地区自治会長 

（１０） 笠原地区自治会副会長 

 

・150 周年記念事業の実行委員を兼ねており、事務負担が大きくなってしまうことが考えられる。市の支

援はあるのか。 

⇒当然にあるものと考えてもらってかまわない。 

 

・現在の鴻巣中央小学校の在校生数及び学級数は。 

⇒（1 年）60 名 2 学級 （2 年）62 名 2 学級 （3 年）60 名 2 学級 

 （4 年）69 名 2 学級 （5 年）66 名 2 学級 （6 年）88 名 3 学級 
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・バスの乗車人数は把握できているのか 

⇒2 ㎞圏外の人数は 48 名となっている。 

 

・2 ㎞付近の児童ものせることになった場合、定員オーバーにならないのか。 

⇒人数、スクールバスの台数を定めた上で業者を選定することから、定員オーバーになることはない。 

 

・下谷氷川神社と常光公民館の間に住んでいる場合、どちらの乗降場所を使用することになるのか。 

⇒単純に距離で決めるのではなく、乗降場所までの安全性等を加味して案を示していくことになる。その

上で皆さんから意見をいただき、正式にどこの乗降場所を利用するか決定することになる。 

 

・常光放課後児童クラブを存続させるのか、もしくは廃止して鴻巣中央小学校の放課後児童クラブに通う

ことになるのか、この決定はいつ頃されるのか。 

⇒担当部署であるこども応援課にて、今後、常光放課後児童クラブの利用希望についてアンケート等にて

調査する予定と聞いている。結果をみて、存続するのか廃止となるのか判断をすることになる。 

 

・今後、子どもたちや保護者に対する説明会や学校見学会は実施する予定はあるのか。 

⇒実施する。 

 

・現在の 1 年生は 9 人しかいない。4 人と 5 人で別れると人数が少ないように感じる。一つの学級にまと

めてもらうことは可能なのか。 

⇒早く新しい環境に馴染んでもらうためにも、一つにまとめることについてはよく検討する必要がある。 

 しかし、男女比を見ると 6：3 となっており、この 3 人を 1 人と 2 人で分けるというのは考えづらい。 

 


